
鹿児島市リサイクルプラザペットボトルベール品の売却契約 

（ペットボトルの水平リサイクル（ボトルｔｏボトル）事業）に係る企画提案競技実施要領 

 

１ 件名 

  ペットボトルの水平リサイクル（ボトルｔｏボトル）事業 

 （鹿児島市リサイクルプラザペットボトルベール品の売却契約） 

 

２ 業務の背景、経緯等 

  鹿児島市では、「みんなで 資源の循環とゼロカーボンに取り組む 持続可能なまち か

ごしま」を基本理念とした第四次鹿児島市一般廃棄物処理基本計画を定め、資源が循環し、

環境負荷が低減される循環型社会の構築を目指すとともに、２０５０年までに二酸化炭素排

出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティかごしま」の実現を目指し取組を推進している。 

  現在、鹿児島市で家庭から排出されるペットボトルは、市リサイクルプラザにおいて選別、

圧縮、梱包後、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会に引き渡しているが、近年、使用

済みペットボトルをペットボトルに水平リサイクルするボトルｔｏボトルの取組が全国的に

進められていることや、市リサイクルプラザにおける中間処理工程の作業内容などについて

現行のリサイクルと比較検証するため、ボトルｔｏボトルの実証実験を行ったところである。 

  本実施要領は、実証実験の結果を踏まえ、本市においてボトルｔｏボトル事業を実施する

事業者を公募型企画提案競技により選定することについて、必要な事項を定めるものとする。 

 

３ 売却物件の概要 

 (1) 売却品目 

   鹿児島市リサイクルプラザで選別、圧縮、梱包されたベール化したペットボトル 

 (2) 寸法及び質量等 

① 寸法及び質量 

１ベール当たり ６００ｍｍ×４００ｍｍ×３００ｍｍ、約２０㎏（仕様書参考写真

１参照） 

  ② 性状等 

     家庭から排出されたペットボトルで、一定量のキャップ及びラベルが付いたもの、シ

ールや塗料が付着したもの、ガラスカレットの入ったものを含む（仕様書参考写真２参

照）。なお、医療用品、金属製品などの異物は取り除いている。 

(3) 引渡し予定数量 

  １，３２３，０００㎏（年間見込） 

 【参考】令和５年度日本容器包装リサイクル協会引渡量（総量 1,282,010 kg） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

88,650 kg 103,930 kg 114,100 kg 121,190 kg 120,100 kg 118,270 kg 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

110,690 kg 124,490 kg 108,100 kg 86,760 kg 74,970 kg 110,760 kg 

(4) 引渡し方法等 

   別紙仕様書のとおり 



４ 企画提案書の内容について 

 (1) 企画提案を求める事項 

企画提案書は、「１４(2)審査項目及び評価基準」として定める以下の内容について作

成すること。 

項目 記載内容 

技術提案 

 

・ボトルｔｏボトルについて、生産過程（引取り、運搬、再生ペットボト

ル製造、他用途再生、残渣処理など）の各段階における協力・提携・契

約（予定含む）事業者と当該事業者が行う処理や作業内容を具体的に記

載すること。 

・品質に関し、①厚生労働省「食品用器具及び容器包装における再生プラ

スチック材料の使用に関する指針（ガイドライン）」に基づき、安全性

の判断基準を満たし、適切な製造品質管理が行われているか、②不純物

の除去に関し、技術やその手法等について、それぞれ具体的に記載する

こと。 

・再生ペットボトルの各生産過程（引取り～再生ペットボトル製造）で排

出される二酸化炭素排出量について、石油由来で生産した場合と比較し

た削減率を計算方法などを環境負荷低減の観点で分かりやすく記載する

とともに、数値の根拠となる挙証書類（調査機関の分析資料等の写し可

）を添付すること。 

・運搬・保管・再資源化等の一連の工程における環境衛生対策を具体的に

記載すること。 

・歩留まり率（再生ペットボトル樹脂生産量÷引き渡した原料となるペッ

トボトル量）及び全体リサイクル率（（フレーク生産量＋有価残渣発生

量）÷引き渡した原料となるペットボトル量）について、計算方法など

を数値の根拠となる挙証書類（調査機関の分析資料等の写し可）を添え

て分かりやすく記載すること。 

提案者に

関する項

目 

 

・経営状況、処理能力、実施体制などを記載すること。 

・ペットボトル水平リサイクル（ボトルｔｏボトル）の事業実績を記載す

ること。 

・構成員及び代表構成員に地元企業及び準地元企業（本社が市内にないが

支店等が市内にある企業）が入っていれば記載すること。 

循環型社

会の実現

に向けた

提案 

・ボトｔｏボトルのほかに、独自に実施可能な循環型社会の構築に繋がる

取組があれば記載すること。 

価格提案 ・令和７年度の買受価格（１㎏あたりの単価・消費税及び地方消費税を含

む）を、価格提案の根拠も示して記載すること。 

【参考】 

 鹿児島市リサイクルプラザペットボトルベール品の公益財団法人日本容



器包装リサイクル協会における落札単価 

 ・令和６年度上期：56.1 円/㎏（税込み） 

 ・令和６年度下期：84.7 円/㎏（税込み） 

 

５ 売却契約 

 (1) 契約期間 

   令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

   ただし、別に本市と事業者で締結する連携協定の期間中は、令和７年度の実施状況等を

踏まえ、引き続き事業者として適切であると判断した場合は、令和８年度以降、単年度ご

とに契約を更新できるものとする。 

   契約の更新の際は、売却価格は市況などに応じて見直すこととし、鹿児島市及び事業者

双方に疑義がない場合、それ以外の条項は原則変更しないこととする。 

 (2) 契約方法 

   企画提案競技での選定後に、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号に基づき、

見積合わせの上契約を締結 

 (3) 支払方法   

市が発行する納入通知書により、納入期限内に支払うこと。（１か月ごと） 

 

６ 連携協定の締結 

  循環型社会の構築に向けた取組については、売却契約とは別に令和７年度以降の取組に関

する連携協定の締結を求めることとする。連携協定は、概ね５年間程度で見直すこととする。 

 

７ 企画提案競技参加資格 

  令和６年１２月３日告示第１４７０号に定められた資格要件のとおり。 

   

８ 企画提案競技日程 

  以下の日程で行うこととする。 

内  容 日  時 

告示 令和６年１２月 ３日（火） 

質問受付期限 令和６年１２月１２日（木） 

質問回答期限 令和６年１２月１７日（火） 

参加申出書提出期限 令和６年１２月２０日（金） 

企画提案競技参加決定通知 令和６年１２月２５日（水） 

企画提案書提出期限 令和７年 １月２３日（木） 

プレゼンテーション審査 令和７年 ２月 ７日（金） 

プレゼンテーション審査結果通知 令和７年 ２月１２日（水） 

協定締結 令和７月 ３月（予定） 

 

９ 企画提案競技参加申出書の提出 



(1) 提出期限 

令和６年１２月２０日（金）午後５時１５分（必着） 

(2) 受付時間 

午前８時３０分から午後５時１５分まで（正午から午後１時までを除く。土曜日及び日

曜日を除く。） 

(3) 提出書類 

次に掲げる書類を提出すること。１事業者が参加する場合にあっては、アからオまでの 

書類を、共同企業体にあっては、代表構成員がアからカまでの書類を、代表構成員以外の 

構成員がイからオまでの書類を提出すること。 

ア 鹿児島市リサイクルプラザペットボトルベール品の売却契約（ペットボトルの水平リ

サイクル（ボトルｔｏボトル）事業）に係る企画提案競技参加申出書（様式１） 

  イ 納税証明書及び滞納がないことの証明書 

(ｱ) 鹿児島市の市税について未納の税額がないことの証明書（鹿児島市内に事業所等が

ない場合は提出不要。写し可。告示日以降に証明されたもの） 

(ｲ) 税務署発行の「消費税及び地方消費税」納税証明書（その３）（写し可。告示日以

降に証明されたもの） 

  ウ 資本関係又は人的関係のある法人に係る申告書（様式２） 

  エ 商業登記簿謄本又は登記事項証明書（告示日前３か月以内に発行されたもの。写し可 

   ） 

  オ 業務実績（様式３） 

  カ 共同企業体調書・業務分担調書（様式４） 

(4) 提出部数 

  各１部 

(5) 提出方法 

  直接持参又は郵送（提出期間内必着） 

(6) 提出場所及び問い合わせ先 

   鹿児島市山下町１１番１号 

   鹿児島市環境局資源循環部資源政策課（みなと大通り別館４階） 

電話 ０９９－２１６－１２８８ 

 (7) その他 

   応募申込後、共同企業体の構成員を変更又は追加することは、原則として認めない。 

 

１０ 企画提案競技参加資格の審査及び通知 

  企画提案競技参加資格は、提出された書類により審査し、その結果は令和６年１２月２５

日（水）までに通知する。 

 

１１ 企画提案競技説明会 

  実施しない。 

 

１２ 企画提案競技参加決定者による企画提案書の提出 



(1) 提出期限 

令和７年１月２３日（木）午後５時１５分（必着） 

(2) 受付時間 

午前８時３０分から午後５時１５分まで（正午から午後１時までを除く。土曜日、日曜

日及び休日並びに令和６年１２月２８日（土）から令和７年１月５日（日）までを除く。） 

(3) 提出書類 

① 会社概要（様式５） 

② 企画提案書（Ａ４判、様式任意） 

(4) 提出部数 

正本：１部、副本：１０部、電子データ１式 

・企画提案書の表紙には、宛名「鹿児島市長」、タイトル「ペットボトルの水平リサイク

ル（ボトルｔｏボトル）事業（鹿児島市リサイクルプラザペットボトルベール品の売却

契約）」及び提出年月日を記載する。 

・副本には、企業名、住所、企業を特定できるマーク（社章）等は記載しないこと。 

・原則としてＡ４判たて、横書き、左綴じとする（着色可） 

※書類はステープルや製本テープ等で留めず、クリップ留めにて提出すること。 

・様式５については、正本にのみ添付すること。 

・提出期限以降の提出書類の差し替え及び再提出は認めない。 

(5) 提出方法 

郵送又は直接持参（電子データについてはメール送付でも可とする。） 

(6) 無効となる提案 

提案が以下の条件の一つに該当する場合には無効とする。 

① 企画提案競技に参加する資格が認められない者の行ったもの 

② 本要領に違反している又は適合しないもの 

③ 虚偽の内容が記載されているもの 

④ 提出書類について、金額、氏名その他重要な文字・語句が誤脱したもの又は不明確な

もの 

⑤ 本要領に定められた以外の方法で、関係者に直接、間接を問わず連絡を求めた場合 

⑥ その他、審査や評価の公平性に影響を与える行為があったと認められる者の行ったも

の 

 

１３ 質問の受付及び回答 

  本業務の内容等について質問がある場合には、下記の要領にて行う。 

(1) 受付期限 

   令和６年１２月１２日（木）午後５時１５分まで（期限厳守） 

(2) 提出方法・提出先 

   下記様式により、電子メールで提出すること。電話など口頭による照会には回答しない。

（メールアドレス shige-kanri@city.kagoshima.lg.jp ） 

(3) 提出様式 

   質問表（様式６） 



(4) 記載内容 

質問は、本業務に係る条件や応募手続きに係る事項に限る。質問の趣旨を簡潔に記入す

ること。質問表に質問者の会社（団体）名・氏名及び連絡先等の記入がない場合には、回

答しない。 

(5) 回答方法 

質問及びその回答内容のみについて、令和６年１２月１７日（火）までに本市ホームペ

ージで回答する。 

 

１４ 事業者の選定方法 

事業者の選定は、参加資格を確認した上で、鹿児島市環境局資源循環部における業務委託

等契約業者選定委員会において、企画提案書とプレゼンテーションの内容を審査し、その結

果を基に総合的に評価を行い、最適な業者を選定する。 

(1) プレゼンテーション審査 

参加者は、提出した企画提案書の内容に基づき、プレゼンテーションを実施する。 

① 日時 令和７年２月７日（金）（予定） 

② 場所 鹿児島市役所 みなと大通り別館４階４０１会議室 

③ 留意事項 

・開催日時、場所等の詳細については、別途、通知する。 

・プレゼンテーションへの出席は、５名までとし、プレゼンテーションは、実際に業務

の主担当となる予定の者が行うこと。 

・企画提案の内容を補足するために、パワーポイント等を使った発表も可能とする。 

(2) 審査項目及び評価基準 

提案内容の審査項目及び評価基準は次のとおりとする。 

審査項目 評価基準 配点 

技術提案 ・運搬、再生樹脂生産、ペットボトル成形、製品化（残渣の資源

化など適正処理含む）までにおいて、国内で持続可能なリサイ

クルルートが構築できているか。また、一連の工程において生

活環境に悪影響を及ぼさないように配慮、対策が行われている

か。 

・厚生労働省「食品用器具及び容器包装における再生プラスチッ

ク材料の使用に関する指針（ガイドライン）」に基づき、安全

性の判断基準を満たし、適切な製造品質管理が行われている

か。 

・半永久的に不純物を可能な限り除去するなどの技術力を有し、

高い比率の歩留まり率及び全体リサイクル率でボトルｔｏボト

ルの実現性が高いか。 

・石油由来のペットボトルに比べ、再生ペットボトルの各生産過

程（廃ペットボトル引取り～再生ペットボトル製造）で排出さ

れる二酸化炭素排出量を削減できているか。 

70 



提案者に

関する項

目 

・ボトルｔｏボトルを行った実績や必要な知見、専門知識やノウ

ハウを有しているか。また、継続的にボトルｔｏボトルを実施

可能な経営基盤、実施体制を有しているか。 

・構成員、代表構成員に地元企業及び準地元企業が入っている

か。 

30 

循環型社

会の実現

に向けた

提案 

・ボトルｔｏボトルの実施の外に、人材育成や市民意識の高揚に

効果が期待できる独自の提案があるか。 

20 

価格提案 「（各応募者の提案価格÷最も高い提案価格）×配点（10 点）」

により機械的に算出する（小数点以下は切り捨て）。 

10 

(3) 選定結果 

契約予定者決定に至った経緯及び評価点の公表は行わないものとし、結果についての異

議申立ても受け付けない。 

なお、一定の評価基準に達しないなど適切な提案がないと判断される場合には、契約予

定者の決定を行わないことがある。 

(4) 結果通知 

選定結果通知については、全参加者に対して文書で通知する。 

(5) 企画提案競技の延期等 

参加者が相連合する等の場合で、企画提案競技を公正に執行することができない状態に

あると認めたとき並びに不慮の都合により、当該企画提案競技を延期し、又はこれを廃止

することがある。 

なお、延期、廃止した場合においても、当該企画提案競技への参加のためにそれまで要

した費用について、本市でその負担に応じることはない。 

 

１５ 提出書類の取扱い 

提出書類の取扱いは、次の各号による。 

(1) 提出された申出書等は返却しない。 

(2) 企画提案競技参加者が参加に要した費用については、全て当該企画提案競技参加者が負

担するものとする。 

(3) 提出された申出書等は、審査及び市内部での説明を目的として、その写しを作成し使用

することができるものとする。 

(4) 提出された申出書等は、公平性、透明性及び客観性を期すため、公表することがある。 

(5) 前号により公表する場合、申出書等の写しを作成し使用することができるものとする。 

(6) 提出された申出書等について、鹿児島市情報公開条例に基づく情報開示請求があった場 

合は、同条例に基づき、不開示情報を除いた情報を公開することがある。 

 

１６ 本業務担当者 

  〒８９２－８６７７ 

  鹿児島市山下町１１番１号 



  鹿児島市環境局資源循環部資源政策課（みなと大通り別館４階） 

  担当：肥後 

ＴＥＬ ０９９－２１６－１２８８ ＦＡＸ ０９９－２１６－１２９２ 

Ｅmail shige-kanri@city.kagoshima.lg.jp 


